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There is a huge wall, in a building far beyond human scale, it has been completely shut down the city and 
nature, etc. and those who are in and out in space. 
I feel a sense of closure, such as confined space in the box is such, also, how the people feel the same way.  


































  ２－２．これからの商業施設 
 
インターネット上での商品販売が増えることにより、
それとの差別化のために、リアルな商業施設でしか味
わうことのできない“経験価値”を提供して行くこと
が必要になってきている。 
今までのような敷地いっぱいにテナントを詰め込ん
だ商業施設ではインターネットを使った商品市場と変
わりがなく、モノを売るだけではなく１カ所で“買い
物プラスアルファ”を満喫できるような大型商業がこ
れからの商業施設に必要だと言える。 
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３．事例研究 
 
Shopping＋ art の要素を持った六本木ヒルズや、
Shopping＋walkの要素を持った sarugakuや、Shopping
＋nature の要素を持った難波パークスなど、Shopping
＋αの要素を持った商業施設を中心に研究してきた。 
 
 
しかしこれらの事例を見て、確かに商業施設以外の
要素を持った物が併設されていて集客力などはあがっ
たが、二つの要素は共に併設されているが共に混ざり
あっているとは言い難く、商業がよりよい商業施設に
なっているとはあまり感じられない。 
 
よりもっと商業ともう一つの要素が混じりあった商業
施設があれば、より魅力的な商業になるのではないか
と考えた。 
 
 
４．敷地 渋谷 
 
台地を侵食する川によりできたすり鉢状の地形の谷
底に位置する渋谷駅は駅を出ると両側に急な坂がそび
えている。数分も歩けば道玄坂や宮益坂、ブティック
や飲食店が立ち並ぶスペイン坂といった有名な坂から
小さな坂までたくさんの坂道に出会うことができる。 
 
敷地より西側はとても賑わいがある場所である。し
かし敷地より東側の山手線と宮下公園に対し完全に閉
ざされている。 
山手線に乗っている人々に対しても渋谷という街は
隠されている。 
 
 
５．設計概要 
 
５－１.設計コンセプト（ソフト面） 
 
「商品を体感する」 
 
商品を体で感じるアウトドア大型商業施設へ。 
 
今までの「見るー買う」という構図の商業の形から、
「見るー買う」以外に実際に商品に触れ、使ったりする
など「商品を体で感じる」商業施設を提案する。それ
らはネットショッピングなどと商業施設の差別化を図
り、商品をよりアクティブに、商業施設に訪れた消費
者と繋げる。 
 
また、近年のアウトドアスポーツブームが起きている。
アウトドアスポーツ世品は「見るー買う」という商業
の関係性ではなくもっと商品と消費者の関係性がアク
ティブなことが望まれる。よって今回、アウトドアス
ポーツ用品を扱う大型商業施設を提案する。 
 
 ５－２．設計コンセプト（ハード面） 
 
 「建物を体感する」 
 
様々な目的で訪れた人が関係し合い、新たな商業施設
の形を生み出す。 
 
買い物に来た人が商品を使って商品を欲しくなる、散
策をしていて欲しい商品と偶然出会うなど、インター
ネット上ではできない経験ができる商業施設を提案す
る。 
 
こういった様々な目的で訪れた人々をスロープで繋げ、
それぞれに関係を持たせる。 
 
らせん状に繋げたこれらは、立体的なワンフロアーと
なり今までの閉塞感のあった商業施設との差別化を図
る。またスロープによって一つに繋げられた建築を登
ることにより、訪れた人に建築を体で感じさせ、人と
建築の距離を近づける。 
 
 
 ５－３.設計コンセプト（敷地面） 
 
 「敷地を体感する」 
 
建物により都市を遮断してしまっている渋谷の現状。 
 
山手線に対し西側に対しては開かれているが東側に対
しては閉ざされてしまっている。こういった都市構造
は、渋谷という街を閉塞的にしていると考えられる。 
 
この遮断された二つの空間を、ヴォイドにより視線的
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に繋げる。そうすることにより、山手線から東側は渋
谷の賑わいを感じることができ、また西側がらは宮下
公園の緑を感じることができる。 
 
またヴォイドから建物の内部が見え、建物内の中で起
きている行為が建物外の人にたいし生きた広告となる。 
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